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森の再生、
言葉の再生

～生物・文化多様性の回復を目指すタイ・チョン族の挑戦～

はじめに
～なぜ「メコンの豊かさ」にこだわるのか～

　私たちメコン・ウォッチは今からほぼ20年前、メコン河流域の開
発を監視するNGOとして活動を開始しました。それ以来、日本の政
府開発援助（ODA）や民間投資で建設されるダムや道路がメコン圏
の自然や社会を破壊し、人びとが貧しくなっていく光景を何度とな
く目撃してきました。暮らしをだいなしにされた人たちからは日本
に対する怒りや戸惑いの声も聞かされてきました。ところが、日本
の市民の間に開発がもたらす悪影響への認識が十分に高まってきた
とは思えません。
　なぜなのでしょうか。私たちは、ひとつには、日本に住む多くの
人びとが「途上国は貧しい。だから開発援助が必要なのだ」と思い込
み、開発に対してあまりにも無批判になっているからではないかと
考えています。メコン河流域に広がる自然や社会を「貧しい」の一言
で片づけることはとうてい不可能です。雨季と乾季で激しく増減を
くり返す網の目のような河川。産卵と成長を求めて何千キロも回遊
するおびただしい魚群。木々、花々、薬草、キノコ類、獣や鳥や虫た
ちであふれる無数の森林。ここで生きることを決めた人びとは、変化
に富む自然を利用して暮らす知恵を身につけ、その場に適った社会
や文化を育んできました。それは貧しいどころか、川に行けば魚が
捕れ、森に行けば山菜が採れる、豊かな生活でした。私たちは開発や
開発援助を否定しません。ただ開発や援助の手は、すでにある大切
なものを壊さないように、目と耳を凝らしながら遠慮がちに差し出
すものではないかと思っています。それで機会を見つけては、メコ
ン圏の自然や社会の様子、人びとの声を伝えようとしてきました。
　この冊子を作った目的も同じです。今回は文化や言語も話題にし
て、失われつつある生物や文化の多様性をなんとか再生できないか
と奮闘する人たちの姿を取り上げてみました。これまでのメコン・
ウォッチの出版物と同様、メコンの豊かさを知っていただくきっか
けとなれば、それ以上にうれしいことはありません。



生物多様性と
文化多様性の交わり

多様な生物が生息する場所には多様な民族が住んでいます。
生物と文化の多様性は一体としてとらえる必要があります。

　2010年10月、愛知県名古屋市で生物多様性条約第10
回締約国会議（COP10）が開催され、日本でも「生物多
様性」のことがかなり話題になりました。たくさんの
種類の生きものが存在するのは大切なことです。そし
てもっと大切なのは、どんなにからだが小さな生物で
あっても、個体数が少ないものでも、生態系の一部とい
う点では仲間だということです。人間の経済活動に重
要かどうかは関係ありません。でも人間も生態系の中
でしか生きられない以上、人類の生存という大きな課
題を考える際には、今存在する生物が今後も存在しつ
づけることがきわめて重要な意味をもってきます。こ
の貴重な生物多様性が経済のグローバル化や地球規模
の環境破壊によって脅かされています。危機に直面す
る生物の多様性をどのように守るかという全人類的な
課題が、COP10開催の背景にもありました。
　今、大きな世界地図の上にあらゆる種類の生きもの
を点で書き込んでいったとします。すると、おびただ
しい数の点が赤道近辺に集中していきます。暖かい地
域に住む生物が多様化するのは、太陽の強い光を受け
ていろいろに進化してきたからだと云われます。さて
今度は、同じ地図に人びとの分布を書き込んでみると、
生物の多様なところに数多くの民族が住んでいること
が分かります。生物と文化の多様性はどうやら重なり
あっているようなのです。なぜこのような重なりが生
じるのでしょうか。
　変化に富む自然環境がさまざまな文化や社会を担う
人びとを育んできたのかも知れません。逆に、固有の文
化の発達がその社会に不可欠な環境を維持させてきた
のかも知れません。あるいは、独自の文化や言語を持つ
ことで人びとが民族としてのアイデンティティを強め、
外部から影響が加わるのを容易に許さず、それが文化
と生物の多様性の保全につながっているとも考えられ
ます。いずれにせよ、生物と文化の多様性は互いに連関

するものとして考えた方がよさそうです。
　生物の多様性が脅かされているように、文化の多様
性も危機の時代を迎えています。ある研究者は、現在世
界に存在する約7,000種類の言語のうち、21世紀の末ま
でに2割から半数が消滅するだろうと警告しています。
ダムや道路の建設で先住・少数民族が先祖伝来の土地
を追われることがありますが、居住環境の激変によっ
てそれまでの社会や文化のありようは一変してしまい
ます。教育政策によって数や力で勝る民族の文化や言
語を先住・少数民族に押しつける国もあります。グロー
バル化の進展で情報技術、マスメディアや映画、英語が
力を強めていることも関係しているでしょう。

　文化や言語が消滅するとどうなるのでしょうか。ま
ず、人類にとって大切な知識や知恵が失われてしまう
可能性があります。薬草の名称や効用がよい例で、工業
先進国に住む人たちが病気の治療に使う薬ももとをた
どれば先住・少数民族の知識や知恵がもたらしたもの
が少なくありません。また、生物の多様性と同じく、文
化や言語もなにかの役に立つかどうかにかかわらず多
様に存在すること自体に意味があると言えそうです。
だれにでも自分が大切にしたい生活様式や信条があり
ます。だれにでも大切にしたい言語があるはずです。ど
んなに少数の人たちしか使わない言葉であっても、そ
の人たちがその言葉で自分の意見や気持ちを一番すっ
きりと表現しあえるのなら、その人たちにはだれには
ばかることなくその言葉を使う権利があると言ってよ
いでしょう。
　タイの東部に住むチョン族の人たちを取りまく自然
や社会もこの50年ほどで大きく変化してきました。自
分たちが大切にしてきた自然や文化が消滅してゆく姿
を目の当たりにして、チョンの人たちはこれをなんと
か取りもどせないかと行動しはじめました。これから
チョンの人たちの奮闘の様子を紹介します。 
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二つの多様性

メコン河流域の生物、人、
文化。中国西南部、ビルマ
（ミャンマー）、ラオス、タイ、
カンボジア、ベトナムを流れ
る全長 4,800キロのメコン
河は水生生物の多様性で世
界第ニ位を誇る。流域では
多くの先住・少数民族が河
川や森林の恵みを利用した
暮らしを営んでいる。

知恵や権利としての文化多様性

チョン族の挑戦




